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「教育大綱」の法的位置づけ 
 
 

１ 法律上の位置づけ 
 

区分 大綱 教育振興基本計画 

根拠 

法令 

地方教育行政の組織及び運営に関 

する法律 

教育基本法 

策定 

主体 

地方公共団体の長 

※総合教育会議において要協議 

地方公共団体 

 
策定 

方法 

国の「教育振興基本計画」を参酌し、その地域の実情に応じ策定 

※第１期計画（平成２０年７月 １日閣議決定）平成２０～２４年度 

※第２期計画（平成２５年６月１４日閣議決定）平成２５～２９年度 

※第３期計画（平成３０年６月１５日閣議決定）平成３０～令和４年度 

※第４期計画（令和５年６月１６日閣議決定）令和５～９年度 

 
 

範囲等 

地方公共団体の教育、学術及び文 

化の振興に関する総合的な施策の 

大綱 

※必須 

地方公共団体における教育の振興のための 

施策に関する基本的な計画 

 
※努力義務 

 

 
 

関係法令抜粋 
 

 

 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律】 

第一条の三 地方公共団体の長は、教育基本法第十七条第一項に規定する基本的な方針を参酌し、その 

地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（以 

下単に「大綱」という。）を定めるものとする。 

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、次条第一項 

の総合教育会議において協議するものとする。 

３ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公表しなければならな

い。 

 

【教育基本法】 

第十七条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関す 

る施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、 

これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画（政府の教育振興基本計画）を参酌し、その地域の実情に応じ、当該 

地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければな 

らない。 
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２ 大綱に関する文部科学省の考え方 

（平成 26 年 7月 17日 文部科学省初等中等教育局長 通知） 

 
(1) 定義 

○ 大綱は、地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策につ 

いて、その目標や施策の根本となる方針を定めるものである。 

○ 大綱は、教育基本法に基づき策定される国の教育振興基本計画における基本的 
 

 な 方 針 を 参 酌 し て 定 め る こととされているが、教育の課題が地域によって様々 

であることを踏まえ、地 方 公 共 団 体 の 長 は 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 大 綱 を 策 定 す  

 る ものである。 

○ 大綱の対象期間については、４年から５年程度を想定している。 
 

 

(2) 教育振興基本計画その他の計画との関係 

地方公共団体において、教 育 振 興 基 本 計 画 そ の 他 の 計 画 を 定 め て い る 場 合 に は 、  

 そ の 中 の 目 標 や 施 策 の 根 本 と な る 方 針 の 部 分 が 大 綱 に 該 当 す る と 位 置 付 け る こ とが  

 で き る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 地 方 公 共 団 体 の 長 が 、 総 合 教 育 会 議 に お い て 教 育委  

 員 会 と 協 議 ・ 調 整 し 、 教 育 振 興 基 本 計 画 を も っ て 大 綱 に 代 え る こ と と 判 断 し た 場合  

 に は 、 別 途 、 大 綱 を 策 定 す る 必 要 は な い 。  
 

 

 

３ 本市の教育大綱と教育振興基本計画の策定状況 

 
【教育振興基本計画】 

■第１期 策定年月：平成２４年３月 

計画期間：平成２４年度から平成２８年度まで 

■第２期 策定年月：平成２９年３月 

計画期間：平成２８年度から令和３年度まで 

■第３期 策定年月：令和４年３月 

計画期間：令和４年度から令和８年度まで 

 
【教育大綱】 

■第１期 策定年月：平成２８年３月 

計画期間：平成２８年度から令和元年度まで 

■第２期 策定年月：令和２年３月 

計画期間：令和２年度から令和５年度まで 
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※
　
平
成
1
8
年
、
教
育
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
の
策
定
が
国
に
義
務
付
け
ら
れ
、
地
方
公
共
団
体
に
は
策
定
の
努
力
義
務
が
規
定

※
　
平
成
2
6
年
6
月
、
地
行
法
の
改
正
に
伴
い
首
長
に
教
育
大
綱
の
策
定
が
義
務
付
け
(平
成
2
7
年
4
月
施
行
）

島
原
市
教
育
大
綱
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団体 区分 基本方針・目標等

国 基本計画
(第4期）

　（基本的な方針 ）
①グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成
②誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育
の推進
③地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進
④教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
⑤計画の実効性確保のための基盤整備・対話

2023年 ～ 2027年

大綱
(第3期）

令和5年度に策定している第４期長崎県教育振興基本計画で統合 2024年 ～ 2028年

基本計画
（素案）
(第4期）
※策定中

（計画の基本テーマ「つながりが創る豊かな教育」）
①学校が校種を超えて「つながる」
②学校・家庭・地域が「つながる」
③児童生徒間・学校間が「つながる」
④学校・家庭・行政・関係機関・民間団体等が「つながる」
（政策の柱と主要な施策）
政策の柱０１ 一人一人に応じた最適な学びを提供する
政策の柱０２ 新しい時代に求められる魅力ある学校をつくる
政策の柱０３ 生涯にわたり誰もが学び、活躍できる地域づくりを推進する
政策の柱０４ 人生や地域に潤いと活力をもたらす､文化芸術･スポーツ活動

を推進する

2024年 ～ 2028年

大綱
（第2期）

（目標）
１　確かな学力を身に付けた、心豊かでたくましく生きる子どもの育成
２　豊かな心と郷土愛を育む、強い絆で結ばれた地域づくり
３　スポーツを通じた人づくり・地域づくり
４　教育・スポーツ政策推進に向けた基盤整備の推進

2020年 ～ 2023年

基本計画
（第3期）

（施策体系）
　第2期島原市教育大綱の目標と同じ

2022年 ～ 2026年

教育方針
(教育努力目標)

○ 確かな学力、豊かな心、健やかな体を育成する学校教育の推進
○ 子どもから大人まで共に学び、幸福に満ちた地域をつくる生涯学習の推進
○ 心豊かでたくましく生きる島原っ子を育む家庭教育の推進
○ 伝統と文化を尊重し、郷土を愛する心を育む教育の推進
○ スポーツを通じた人づくり、地域づくりの推進

市勢振興計
画基本構想
　(第7次）

基本目標５　「将来を担う人材と豊かな心を育むまちづくり」
５－１　いきいきと学び育つまち（学校教育）
５－２　心の豊かさ、交流を生むまち（社会教育・家庭教育）
５－３  スポーツでつながりをつくるまち（社会体育）
５－４　ふるさと島原を継承するまち（歴史文化）

2020年 ～ 2029年

計画期間

国・県・市の教育大綱・教育振興基本計画の目標・方針等一覧

長
崎
県

島
原
市

（５年間）

（５年間）

（５年間）

（１０年間）

（５年間）

（４年間）
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）
新
旧
対
照
表

 

第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

１
 
策
定
の
趣
旨

 
１

 
策
定
の
趣
旨

 
 

平
成
２
７
年
４
月
施
行
の
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
各
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
国
の
教
育
振
興
基

本
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す

る
総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

 

島
原
市
に
お
き
ま
し
て
も
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の
趣
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踏
ま
え
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平
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２
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３
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２
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３
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２
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。
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っ
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、
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踏
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え
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２
年
間
延
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す
る
も
の
で
す
。
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。

 

島
原
市
に
お
き
ま
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て
も
法
改
正
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趣
旨
を
踏
ま
え
、
平
成
２
８
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３
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島
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。

 

現
行
大
綱
の
対
象
期
間
が
令
和
元
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
教
育
を
取
り
巻
く
社
会
の
動

向
等
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踏
ま
え
、
島
原
市
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
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術
及
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文
化
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振
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に
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策
の
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的
か
つ
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果
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進
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た

め
、
島
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合
教
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議
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踏
ま
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、
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に
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期
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原
市
教
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綱
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。

 

 

      ・
策
定
経
緯
の
変
更

 

   ・
現

行
大

綱
を

２
年

間
延

長
す

る
こ

と
を
明
示

 

２
 
位
置
付
け

 
２

 
位
置
付
け

 
 

本
大
綱
は
、
国
及
び
長
崎
県
の
教
育
行
政
の
動
向
、
社
会
環
境
の
変

化
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
島
原
市
の
将

来
都
市
像
を
定
め
る
「
第
７
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

島
原
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
分
野

の
指
針
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

 

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
や
事
務
事
業
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つ
い
て
は
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育
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７
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

島
原
市
の
教
育
、
学
術
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
分
野

の
指
針
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

 

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
や
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
島
原
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
お
い
て
展

     ・
島

原
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

計
画

の
追

加
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 

 

開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 

３
 
対
象
期
間

 
３

 
対
象
期
間

 
 

令
和
２
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
か
ら
令
和
５
年
度
（

2
0
2
3
年
度
）
ま
で

の
４
年
間
か
ら
２
年
間
延
長
し
令
和
７
年
度
（

2
0
2
5
年
度
）
ま
で
の
６

 

年
間
と
し
ま
す
。

 

 

令
和
２
年
度
（

2
0
2
0
年
度
）
か
ら
令
和
５
年
度
（

2
0
2
3
年
度
）
ま
で

の
４
年
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
と
し
ま
す
。

 

 ・
２

年
間

延
長

し
た

対
象

期
間

を
明

示
 

４
 
目
標

 
４
 目

標
 

 

１
 
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
た
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

ど
も
の
育
成

 

１
 
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
た
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど

も
の
育
成
 

 

（
１
）
学
力
向
上
対
策
の
充
実

 

課
題
の
発
見
・
解
決
に
向
け
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
に
立
っ
た
学
習
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
に
「
確
か
な
学
力
」

を
身
に
付
け
さ
せ
、
学
び
を
人
生
や
社
会
に
活
か
そ
う
と
す
る
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 
 

 
 

 

（
１
）
学
力
向
上
対
策
の
充
実

 

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

化
が

急
速

に
進

む
現
代

社
会

に
お

い
て
、

主
体

的
に

課
題
を

解
決

し
、
能
力
を
生
か
し
て
自
ら

 
活
躍
の
場
を
切
り
拓
く
こ
と
の
で
き

る
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  ・
全
文
の
見
直
し

 

・
学

習
指

導
要

領
改

訂
に

伴
う

文
言

の
精
査

 

（
２
）
地
域
と
連
携
し
た
豊
か
な
心
の
育
成

 

い
じ
め
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
各
種
相
談
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
未
然
防
止
を
念
頭
に
早

期
発
見
･
早
期
解
決
に
努
め
ま
す
。

 

ま
た
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
地
域
の
人
材
や
教
育

力
を

活
か

し
た

ふ
る
さ

と
の

未
来

を
担
う

人
材

の
育

成
に
努

め
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
）
地
域
と
連
携
し
た
豊
か
な
心
の
育
成

 

あ
い

さ
つ

運
動
や

地
域

行
事
等

の
活

動
を
通

し
て

郷
土
愛

を
育

み
、
積
極
的
に
学
校
を
地
域
に
開
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

 
 

 
 

ま
た
、
幼
児
・
園
児
を
含
む
就
学
前
教
育
に
つ
い
て
も
、
福
祉
・

医
療
の
関
係
機
関
及
び
幼
・
保
・
小
と
の
連
携
を
軸
と
し
た
教
育
に

取
り
組
み
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
虐
待
問
題
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
等
と
連
携
し
、
行
政
・
学
校
・
専
門
機
関
が
一
体
と
な
り
、
相
談

業
務
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
未
然
防
止
を
念
頭
に
早
期
発
見
・
早
期

解
決
に
努
め
ま
す
。

 

 

 ・
全
文
の
見
直
し

 

・
地
域
連
携
に
か
か
る
内
容
の
精
査
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

（
３
）
国
際
化
、
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

 

全
て
の
小
・
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
外
国
語
教

育
の
充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る

 

人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 

 
 
 
ま
た
、
一
人
一
台
端
末
を
最
大
限
に
活
用
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

 

ル
構
想
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 
 

 

（
３
）
国
際
化
、
情
報
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

 

小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
授
業
に
お
け
る

A
L
T
の
有
効
活
用
や
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か

り
と

表
現

で
き

る
よ
う

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を
有

す
る

人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 

ま
た
、
情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
、
能
力
を

培
う
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

 

 ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

   ・
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
推

進
を

追
加

 

（
４
）
健
や
か
な
体
の
育
成

 

食
に

関
す

る
正
し

い
知

識
や
望

ま
し

い
食
習

慣
を

身
に
付

け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
食
育
を
推
進
し
、
感
謝
の
心
の
育
成
に
努
め
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
小
学
校
の
水
泳
学
習
に
お
い
て
、
公
共
施
設
の
プ
ー
ル
を

 

活
用
す
る
こ
と
で
計
画
的
な
水
泳
学
習
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 

更
に
、
防
災
教
育
や
登
下
校
指
導
を
通
し
て
、
命
を
大
切
に
す
る

教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 

 

（
４
）
健
や
か
な
体
の
育
成

 

食
に

関
す

る
正
し

い
知

識
や
望

ま
し

い
食
習

慣
を

身
に
付

け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
食
育
を
推
進
す
る
と
も
に
、
就
学
前
か
ら
小
・

中
学

校
ま

で
連

続
し
た

フ
ッ

化
洗

口
事
業

の
普

及
啓

発
を
通

し
て

虫
歯
予
防
に
取
り
組
み
、
口
腔
の
健
康
に
努
め
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

  ・
水

泳
学

習
の

公
共

施
設

プ
ー

ル
活

用
を
追
加

 

・
防
災
教
育
の
追
加

 

２
 
豊
か
な
心
と
郷
土
愛
を
育
む
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り

 ２
 
豊
か
な
心
と
郷
土
愛
を
育
む
、
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り

  

（
１
）
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
由
に
学
び
合
え
る
学
習
体
制
の
充
実

 

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
高
齢
者
、
女
性
、
障
害
者
を
含
め
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
や
、
多
世
代

の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
学
習
で
得
た
成
果
を
地
域
に
還
元

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
支
援
や
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
絆
の
再
生
や
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形
成

に
努
め
ま
す
。

 

（
１
）
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
由
に
学
び
合
え
る
学
習
体
制
の
充
実

 

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
学

習
で
得

た
成

果
を

地
域
に

還
元

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
を
図
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

の
活
性
化
を
通
し
て
、
会
員
の
個
性
と
能
力
を
伸
ば
し
、

 
 

 
 

生
き
る
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形
成

 

に
努
め
ま
す
。

 

 ・
文
言
の
追
加

 

   ・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
取

り
組

み
を
追
加
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

（
２
）
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
家
庭
・
地
域
の
育
成

 

子
ど

も
の

生
き
る

力
の

基
礎
と

な
る

家
庭
教

育
を

支
援
し

、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む

活
動
を
推
進
で
き
る
よ
う
な
周
知
啓
発
や
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
地
域
の
人
材
を
活

用
し

た
安

全
で

安
心
し

て
活

動
が

で
き
る

居
場

所
づ

く
り
を

通
し

て
、

地
域

ぐ
る

み
で
見

守
り

育
て

て
い
く

気
運

づ
く

り
に
努

め
ま

す
。

 

 

（
２
）
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
家
庭
・
地
域
の
育
成

 

子
ど

も
の

生
き
る

力
の

基
礎
と

な
る

家
庭
教

育
を

支
援
し

、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た

ち
を
育
む
活
動
の
推
進
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
努
め
ま
す
。
 

子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
の
充
実
の
た
め
に
、
地
域
の
人
材
を
活

用
し

た
安

全
で

安
心
し

て
活

動
が

で
き
る

居
場

所
づ

く
り
を

通
し

て
、

地
域

ぐ
る

み
で
見

守
り

育
て

て
い
く

気
運

づ
く

り
に
努

め
ま

す
。

 

  ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

（
３
）
歴
史
文
化
遺
産
の
保

存
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
よ
る
郷
土

愛
の
醸
成

 

市
民

ひ
い

て
は
国

民
の

共
有
の

財
産

で
あ
る

島
原

城
跡
や

歴
史

あ
る
城
下
町
、
松
平
文
庫
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存

並
び
に
積
極
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

 

更
に
、
新
た
な
歴
史
文
化
遺
産
の
掘
り
起
こ
し
や
既
存
遺
産
の
磨

き
上
げ
を
進
め
、
郷
土
に
伝
わ
る
歴
史
・
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る
と

と
も
に
、
学
び
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
充
し
、
ふ
る
さ

と
島
原
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 

 

（
３
）
歴
史
文
化
遺
産
の
保

護
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
よ
る
郷
土

愛
の
醸
成

 

市
民

共
有

の
財
産

で
あ

る
歴
史

文
化

遺
産
の

保
護

並
び
に

積
極

的
な
活
用
を
図
り
、
郷
土
に
伝
わ
る
歴
史
・
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る

と
と
も
に
、
学
び
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
拡
充
し
、
ふ
る

さ
と
島
原
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
タ
イ
ト
ル
の
見
直
し

 

 ・
全
文
の
見
直
し

 

３
 
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

 
３

 
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

 
 

（
１
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
絆
を
広
げ
る
た
め
、
運
動

部
活
動
の
地
域
連
携
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
普
及
・
推
進
、

ま
た
、
市
民
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し

む
こ

と
が

で
き
る

よ
う

ニ
ー

ズ
に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ
活

動
の

提
供
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

  

（
１
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
の
絆
を
広
げ
る
た
め
、
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
市
民
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し

む
こ

と
が

で
き
る

よ
う

ニ
ー

ズ
に
応

じ
た

ス
ポ

ー
ツ
活

動
の

提
供
・
充
実
に
努
め
ま
す

。
 

 ・
運
動
部
活
動
の
地
域
連
携
の
追
加
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

（
２
）
夢
を
育
む
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

 

「
夢
の
教
室
」
や
「
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
通
し
て
、

将
来
に
向
か
っ
て
「
夢
・
憧
れ
・
志
」
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
競
技
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

 

 

（
２
）
夢
を
育
む
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

 

「
夢
の
教
室
」
や
「
小
中
学
生
派
遣
事
業

 
 

 
 
」
を
通
し
て
、

将
来
に
向
か
っ
て
「
夢
・
憧
れ
・
志
」
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

 ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

 

ラ
グ

ビ
ー

ワ
ー
ル

ド
カ

ッ
プ
日

本
大

会
の
公

認
チ

ー
ム
キ

ャ
ン

プ
地
、
東
京

2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ド
イ
ツ
パ
ラ
陸
上
競

技
の

事
前

キ
ャ

ン
プ
地

 
 

 
 

 
と
し

て
世

界
的

に
認
め

ら
れ

た
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
を
有
効
活
用
し

、
国
内
外

の
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
や
各

種
ス

ポ
ー

ツ
競
技

の
合

宿
等
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
都
市

 
 
」

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
か
な
も
の
に
し
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
地

域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

 

 
 
 

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
の
公
認

キ
ャ
ン
プ
地
、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
レ

ス
リ

ン
グ

競
技

や
パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク

ド

イ
ツ

陸
上

競
技

の
事
前

キ
ャ

ン
プ

地
と
し

て
世

界
的

に
認
め

ら
れ

た
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
活
用
し
て

 
 

 
 
、
国
内
外

の
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の
ス

ポ
ー

ツ
大

会
や
各

種
ス

ポ
ー

ツ
競
技

の
合

宿
等
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
「
国
際
観
光
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
」

と
し

て
の

位
置

付
け
を

確
か

な
も

の
に
し

交
流

人
口

の
拡
大

と
地

域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

 

 ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

    ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

４
 
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
に
向
け
た
基
盤
整
備
の
推
進

 
４

 
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
に
向
け
た
基
盤
整
備
の
推
進

 
 

（
１
）
安
全
で
快
適
な
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

 

 
 
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）
を
基
に
し
た

長
寿

命
化
改

修
に
よ

り
ト
ー

タ
ル
コ

ス
ト
の

低
減
を

図
る
と

と

も
に
、
安
全
・
安
心
を
確
保
し
た
環
境
と
老
朽
化
対
策
の
一
体
的

な
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

 
 
ま
た
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
健
康
増
進
に
繋
が
る
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

 

 

（
１
）
安
全
で
快
適
な
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

 

 
 
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
個
別
施
設
計
画
）
を
基
に
し
た

長
寿
命
化
改
修
に
よ
り
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
つ
つ
、

施
設
の
耐
久
性
を
高
め
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を
現
代
の
社
会
的

要
請
に
応
じ
た
も
の
へ
と
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ・
文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

  ・
プ

ー
ル

建
設

整
備

に
伴

う
も

の
の

健
康
増
進
を
追
加

 

（
２
）
時
代
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
環
境
の
整
備

 

 
 
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を
考

慮
し
た
計
画
的
な
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
時
の
高
齢

（
２
）
時
代
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
環
境
の
整
備

 

 
 

空
調

設
備
や

ト
イ
レ

な
ど

の
住
環

境
設

備
を
時

代
ニ
ー

ズ
に

応
じ
た
、
快
適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
も
の
へ
と
整
備
を
進
め

 ・
全
文
の
見
直
し

 

・
小

中
学

校
再

編
計

画
を

見
据

え
た
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第
２
期
教
育
大
綱
（
改
正
案
）

 
第
２
期
教
育
大
綱
（
現
行
）

 
改
正
内
容

 

者
や
障
害
者
な
ど
へ
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
避
難
所
と
し

て
の
防
災
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た
、
学
校

I
C
T
環
境
の
整
備
充
実
を
進
め
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
ス
キ
ル
定
着
を
図
る
た
め
学

校
I
C
T
環
境
の
整
備
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
効
果
的
教
育
を

実
現
す
る
た
め
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

文
言
の
追
加

 

・
災
害
時
を
考
慮
し
た
整
備
の
追
加

 

（
３
）
誰
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

 

準
要

保
護

世
帯
に

対
す

る
就
学

支
援

制
度
や

経
済

的
理
由

に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
「
貸
付
型
奨
学
金
」
、

市
内
へ
の
帰
郷
・
定
住
を
目
的
と
し
た
償
還
免
除
型
の
「
も
ど
っ
て

こ
ん
ね
奨
学
金
」
な
ど
の
施
策
を
図
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
学
べ
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

 
 

（
３
）
誰
も
が
安
心
し
て
学
ぶ
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

 

準
要

保
護

世
帯
に

対
す

る
就
学

支
援

制
度
や

経
済

的
理
由

に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
「
貸
付
型
奨
学
金
」
、

市
内
へ
の
帰
郷
・
定
住
を
目
的
と
し
た
償
還
免
除
型
の
「
も
ど
っ
て

こ
ん
ね
奨
学
金
」
な
ど
の
施
策
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
修
学
す

る
た
め
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
  ・

文
言
・
表
現
の
見
直
し

 

 

 
 

 

本
大
綱
は
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
第

１
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
り
今
後
は
、
本
大
綱
の

目
的
に
沿
っ
て
島
原
市
民
全
員
の
教
育
力
を
結
集
し
「
将
来
を
担
う
人

材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

 

な
お
、
対
象
期
間
の
中
途
に
お
い
て
内
容
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た

際
に
は
、
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

 

本
大
綱
は
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
第

１
条
の
３
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
も
の
で
あ
り
今
後
は
、
本
大
綱
の

目
的
に
沿
っ
て
島
原
市
民
全
員
の
教
育
力
を
結
集
し
「
将
来
を
担
う
人

材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

 

な
お
、
対
象
期
間
の
中
途
に
お
い
て
内
容
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た

際
に
は
、
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

 

 

令
和
６
年
３
月
２
５
日

 
令
和
２
年
３
月
２
５
日

 
 

島
原
市
長

 
古
川

 
隆
三
郎

 

 

島
原
市
長

 
古
川

 
隆
三
郎
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島 原 市 教 育 大 綱 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

 

長崎県島原市 
  

11



 
平成２７年４月施行の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律」により、各地方公共団体の長は、教育基本法に基づき策定

される国の教育振興基本計画の基本的な方針を参酌し、その地域の実情に応

じて、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策

の大綱を定めることとされました。 

島原市におきましても法改正の趣旨を踏まえ、平成２８年３月に「島原市

教育大綱」を策定し“とことん子育てにやさしい教育のまち島原”の実現に

向けて取り組んできました。 

現行大綱の対象期間が令和元年度末をもって終了することから、近年の社

会情勢の変化や教育を取り巻く社会の動向等を踏まえ、島原市の実情に応じ

た教育、学術及び文化の振興に関する施策の総合的かつ効果的な推進を図る

ため、島原市総合教育会議での協議結果を踏まえ、新たに第２期の「島原市

教育大綱」を策定するものです。 
 
 
 
 
 

２ 位置付け 

 
本大綱は、国及び長崎県の教育行政の動向、社会環境の変化、多様化する

市民ニーズなどを勘案した上で、島原市の将来都市像を定める「第７次島原

市市勢振興計画」に基づき、島原市の教育、学術、文化及びスポーツの振興

に関する分野の指針として位置付けます。 

また、具体的な施策や事務事業については、「島原市教育振興基本計画」に

おいて展開することとします。 
 
 
 
 
 

３ 対象期間 

 
令和２年度（2020 年度）から令和５年度（2023 年度）までの４年間としま

す。 
 
 
 
 
 

１ 策定の趣旨 
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４ 目標 

 
１ 確かな学力を身に付けた、心豊かでたくましく生きる子どもの育成 

 
（１）学力向上対策の充実 

確かな学力を身に付けるとともに、グローバル化や情報化が急速に 

進む現代社会において、主体的に課題を解決し、能力を生かして自ら 

活躍の場を切り拓くことのできる人材の育成に努めます。  
 
（２）地域と連携した豊かな心の育成 

あいさつ運動や地域行事等の活動を通して郷土愛を育み、積極的に 

学校を地域に開き、地域ぐるみで子どもたちの健全育成を図ります。    
また、幼児・園児を含む就学前教育についても、福祉・医療の関係機

関及び幼・保・小との連携を軸とした教育に取り組みます。  
さらに、いじめ・不登校・虐待問題については、医療機関等と連携し、

行政・学校・専門機関が一体となり、相談業務の充実を図りながら未然

防止を念頭に早期発見・早期解決に努めます。  
 

（３）国際化、情報化に対応した人材の育成 

小・中学校における外国語教育のさらなる充実を図るため、授業に 

おける ALT の有効活用や、自分の考えをしっかりと表現できるような 

コミュニケーション能力を有する人材の育成に努めます。 

また、情報化社会を生き抜くために必要な資質、能力を培うための取

組を進めます。 

 

（４）健やかな体の育成 

食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付けることができるよ

う食育を推進するともに、就学前から小・中学校まで連続したフッ化 

洗口事業の普及啓発を通して虫歯予防に取り組み、口腔の健康に努めま

す。 

 
２ 豊かな心と郷土愛を育む、強い絆で結ばれた地域づくり   

 
（１）子どもから大人まで自由に学び合える学習体制の充実 

公民館を拠点として、いつでもどこでも誰でも学ぶことができ、学習

で得た成果を地域に還元できる体制づくりに努めます。 

社会教育関係団体の育成を図り、地域に根ざした活動の活性化を通し

て、会員の個性と能力を伸ばし、生きる力と豊かな人間性の形成に努め

ます。 
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（２）子どもを健やかに育てる家庭・地域の育成

子どもの生きる力の基礎となる家庭教育を支援し、学校・家庭・地域

の役割を再認識させ、地域全体で子どもたちを育む活動の推進に努めま

す。 

子どもたちの体験活動の充実のために、地域の人材を活用した安全で

安心して活動ができる居場所づくりを通して、地域ぐるみで見守り育て

ていく気運づくりに努めます。 

（３）歴史文化遺産の保護活用と伝統文化の継承による郷土愛の醸成

市民共有の財産である歴史文化遺産の保護並びに積極的な活用を図り、

郷土に伝わる歴史・伝統文化を伝承するとともに、学び継承することが

できる機会を拡充し、ふるさと島原への誇りと愛着をもつ心の育成に努

めます。 

３ スポーツを通じた人づくり・地域づくり

（１）ライフステージに応じた生涯スポーツの充実

子どもから高齢者までスポーツの絆を広げるため、総合型スポーツ

クラブの充実、また、市民だれもがいつでも、どこでも気軽にスポーツ

に親しむことができるようニーズに応じたスポーツ活動の提供・充実に

努めます。

（２）夢を育むジュニアスポーツの充実

「夢の教室」や「小中学生派遣事業」を通して、将来に向かって「夢・

憧れ・志」を持つことの大切さを学ぶ機会を提供することで、ジュニア

スポーツの活性化に努めます。

（３）スポーツを活用した地域活性化

ラグビーワールドカップ日本大会の公認キャンプ地、東京2020オリ

ンピックレスリング競技やパラリンピックドイツ陸上競技の事前キャン

プ地として世界的に認められた充実したスポーツ施設を有効活用して、

国内外のトップレベルのスポーツ大会や各種スポーツ競技の合宿等を

誘致することにより「国際観光スポーツ交流都市」としての位置付けを

確かなものにし交流人口の拡大と地域の活性化に努めます。

４ 教育・スポーツ政策推進に向けた基盤整備の推進

（１）安全で快適な教育・スポーツ施設の整備

公共施設等総合管理計画（個別施設計画）を基にした長寿命化改修に

よりトータルコストの低減を図りつつ、施設の耐久性を高め、建物の機

能や性能を現代の社会的要請に応じたものへと整備を進めます。 
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（２）時代ニーズに即した質の高い環境の整備

空調設備やトイレなどの住環境設備を時代ニーズに応じた、快適で

安心して利用できるものへと整備を進めます。

また、情報活用能力の育成、スキル定着を図るため学校 ICT 環境の整

備充実を進めるとともに、効果的教育を実現するため教員の指導力向上

を図ります。 

（３）誰もが安心して学ぶためのセーフティネットの構築

準要保護世帯に対する就学支援制度や経済的理由により修学が困難

な者に奨学金を貸し付ける「貸付型奨学金」、市内への帰郷・定住を目的

とした償還免除型の「もどってこんね奨学金」などの施策により、誰も

が安心して修学するための学びのセーフティネット制度の推進を図り

ます。 

本大綱は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規

定に基づき定めるものであり今後は、本大綱の目的に沿って島原市民全員

の教育力を結集し「将来を担う人材と豊かな心を育むまちづくり」の実現

に向け全力で取り組みます。 

なお、対象期間の中途において内容を見直す必要が生じた際には、教育

委員会と協議の上見直すことができるものとします。 

令和２年３月２５日

島原市長 古川 隆三郎 
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■　施策体系
１ 確かな学力を身に付けた、心豊かでたくましく生きる子どもの育成

○ 学力向上対策の充実
▷ 学力調査の分析結果、学習規律の定着、主体的・対話的で深い学びの視点を意識した授業改善に努めます。

▷ 一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実を図ります。

▷ 家庭学習や基本的生活習慣の定着を図り「子どもの学びの習慣化」の確立に努めます。

▷ 一人ひとりの実態に応じた支援の充実を図るなど特別支援教育の推進に努めます。

○ 地域と連携した豊かな心の育成

▷「特別の教科道徳」の授業の充実を図り、道徳教育の推進に努めます。

▷ 生命の教育に努めます。

▷ 読書活動や文化・芸術教育の充実に努めます。

▷ いじめの防止など生徒指導の充実に努めます。

▷ 地域の教育力を生かし信頼される学校づくりを推進します。

○ 国際化、情報化に対応した人材の育成

▷ ＡＬＴの活用や各種コンテストへの参加を推進するなど外国語教育の充実に努めます。

○ 健やかな体の育成

▷ 学校体育や健康教育、食に関する指導の充実に努めます。

▷ 防災教育の推進を図ります。

○ 教職員の資質の向上

▷ 教職員研修の充実を図り、教師の授業改善など教職員の資質の向上を推進します。

▷ 校種間の連携の充実を図ります。

▷ 教職員の働き方を見直し、自らの人間性や専門性を高めることで、子どもたちに効果的な教育活動に努めます。

２ 豊かな心と郷土愛を育む、強い絆で結ばれた地域づくり
○ 子どもから大人まで自由に学び合える学習体制の充実

▷ 学びを通した人づくり地域づくりの拠点である公民館活動の充実を図ります。

▷ 地域コミュニティの維持や生涯学習の推進のため、社会教育関係団体を支援します。

▷ 図書に関するサービス向上や快適な環境づくりに努め、図書館の利用促進を図ります。

▷ 地域文化の伝承や豊かな心の育成のため、文化活動の支援を行います。

○ 子どもを健やかに育てる家庭・地域の育成

▷ 各家庭や地域ぐるみで、「しまばら 家庭教育 三・三・七拍子」の推進を図ります。

▷ 学校と地域社会の連携をはかるため、「地域学校協働活動」の推進を図ります。

▷ 少年の健全育成のため、少年センターの補導活動・相談活動を充実します。

○ 歴史文化遺産の保護活用と伝統文化の継承による郷土愛の醸成

▷ 旧島原藩薬園跡、肥前島原松平文庫、島原城跡をはじめとする文化財の保護に努めます。

▷ 民俗芸能団体が行う伝統文化の継承活動を支援します。

３ スポーツを通じた人づくり・地域づくり
○ ライフステージに応じた生涯スポーツの充実

▷ 本市の特色を生かした、総合型地域スポーツクラブの普及・推進に努めます。

▷ しまばら体操やウォーキングの普及・推進に努めます。

▷ スポーツとのかかわり方の支援を図ります。

○ 夢を育むジュニアスポーツの充実

▷ 健康に関する運動やスポーツの実践を促し、子どもたちの心身の充実に努めます。

▷ ジュニアスポーツの活性化に努めます。

○ スポーツを活用した地域活性化

▷ 国内外のスポーツ交流を積極的に推進し、地域活性化に努めます。

▷ スポーツ国際交流都市を目指します。

４ 教育・スポーツ政策推進に向けた基盤整備の推進
○ 安全で快適な教育・スポーツ施設の整備

▷ 学校施設、社会教育施設及びスポーツ施設の整備・充実に努めます。

○ 時代ニーズに即した質の高い環境の整備

▷ 教育環境設備及びＩＣＴ機器等情報教育環境設備の整備・充実に努めます。

○ 誰もが安心して学ぶためのセーフティネットの構築

▷ 奨学金制度の適正な運営、推進に努めます。

▷ 準要保護児童生徒援助事業の適正な実施に努めます。

○ 新たな感染症への対策

▷ 学校施設、社会教育施設及びスポーツ施設の感染症対策を適切に実施します。

第３期島原市教育振興基本計画　抜粋
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施
策

で
の

取
組

み
（

各
主

体
が

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
）

担
当

所
属

5-
1-
1

学
力
・
指
導
力
の
向

上

●
「
本
市

独
自

の
学

力
調

査
」

の
実

施
や

、
「

学
習

問
題

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」

を
活

用
す
る

こ
と

で
、

学
力

の
定

着
状

況
の

把
握

・
分

析
と

課
題

の
改

善
を

図
り

ま
す
。

●
「
先
進

地
視

察
」

や
「

教
育

講
演

会
」

を
実

施
し

、
教

職
員

の
指

導
力

向
上

に
つ

な
げ
ま

す
。

学
校

教
育

課

5-
1-
2

豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
の
推
進

①
地
域
と
の

連
携

●
あ
い
さ

つ
運

動
や

登
下

校
の

見
守

り
パ

ト
ロ

ー
ル

、
地

域
行

事
や

体
験

活
動

等
の

具
体
的

な
活

動
を

通
し

て
郷

土
愛

を
育

み
、

地
域

ぐ
る

み
で

子
ど

も
の

健
全

育
成

を
図
り
ま
す
。

②
人
間
性
を

高
め

る
体

験
活

動
の

充
実

●
職
場
体

験
や

ジ
オ

パ
ー

ク
を

活
用

し
た

自
然

体
験

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
、

地
域
と

関
わ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

充
実

さ
せ

、
児

童
生

徒
の

社
会

性
や

郷
土

愛
を

育
み
ま
す
。

③
豊
か
な
心

の
育

成
●

問
題
解

決
的

な
学

習
や

道
徳

的
行

為
に

関
す

る
体

験
的

な
学

習
を

取
り

入
れ

た
「

考
え
、

議
論

す
る

道
徳

」
へ

の
授

業
改

善
を

推
進

し
、

内
面

的
資

質
の

育
成

を
図

り
ま
す
。

学
校

教
育

課

5-
1-
3

未
来
を
生
き
抜
く
資

質
、
能
力
の
育
成

①
国
際
化
に

対
応

し
た

人
材

育
成

●
小
・
中

学
校

に
お

け
る

外
国

語
教

育
の

更
な

る
充

実
の

た
め

、
AL

Tを
有

効
活

用
し

た
授
業

や
市

独
自

の
島

原
市

ジ
オ

パ
ー

ク
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

キ
ャ

ン
プ

を
実

施
し

ま
す
。

②
情
報
教
育

の
推

進
●

小
学
校

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
の

教
職

員
研

修
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
ま

た
、

ケ
イ

タ
イ
・

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

使
い

方
等

、
情

報
モ

ラ
ル

教
育

の
充

実
を

図
り

ま
す
。

学
校

教
育

課

5-
1-
4

特
別
支
援
教
育
の
充

実
●

障
害
等

の
あ

る
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

支
援

を
長

期
的

に
行

う
た
め

、
「

学
習

支
援

員
の

増
員

」
、

「
通

級
指

導
教

室
の

設
置

」
な

ど
の

支
援

体
制
の
充
実
を

図
り

ま
す

。
学

校
教

育
課

5-
2-
1

社
会
教
育
・
家
庭
教

育
の
充
実
（
島
原
市

コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動

の
推
進
）

①
青
少
年

の
体

験
活

動
の

充
実

●
集
団
生

活
、

集
団

行
動

を
通

し
て

、
礼

儀
や

感
謝

の
気

持
ち

、
子

ど
も

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
や

生
活

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
た

め
の

「
通

学
合

宿
」

、
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

」
を

行
い

ま
す

。
②

家
庭
教
育

の
充

実
●

「
し
ま

ば
ら

家
庭

教
育

三
三

七
拍

子
」

や
「

な
が

さ
き

フ
ァ

ミ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の
活

用
を

通
し

て
、

親
・

家
庭

・
地

域
の

役
割

を
再

認
識

さ
せ

、
家

庭
や

地
域

の
教
育
力
向
上

を
図

り
ま

す
。

③
学
校
と
地

域
社

会
の

連
携

●
放
課
後

や
長

期
休

業
中

に
お

け
る

子
ど

も
が

安
全

で
安

心
し

て
過

ご
せ

る
居

場
所

を
地
域

住
民

の
活

用
を

通
し

て
確

保
す

る
「

放
課

後
子

ど
も

学
習

室
」

や
「

ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ

」
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

④
各
種
団
体

の
支

援
●

婦
人
会

、
青

年
団

、
青

少
年

健
全

育
成

協
議

会
な

ど
地

域
の

各
種

団
体

の
自

主
運

営
を
支

援
し

、
各

団
体

の
活

性
化

と
団

体
相

互
の

連
携

・
協

力
体

制
の

整
備

に
取

り
組
み
ま
す
。

社
会

教
育

課

5-
2-
2

芸
術
文
化
活
動
の
振

興

①
文
化
団
体

の
自

主
運

営
支

援
・

自
主

文
化

事
業

の
開

催
●

市
内
の

主
な

文
化

団
体

で
あ

る
島

原
文

化
連

盟
、

有
明

文
化

協
会

、
さ

ら
に

音
楽

団
体
の

島
原

市
音

楽
連

盟
の

自
主

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
●

市
民
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

公
演

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
多

く
の

市
民

に
質

の
高
い

芸
術

文
化

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
②

芸
術
文
化

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
●

島
原
文

化
連

盟
、

有
明

文
化

協
会

と
の

共
催

で
、

広
く

市
民

か
ら

美
術

作
品

を
公

募
し
、

市
民

の
鑑

賞
と

情
操

豊
か

な
心

を
養

う
た

め
に

、
島

原
市

美
術

展
覧

会
を

開
催
し
ま
す
。

●
島
原
市

音
楽

連
盟

、
島

原
市

中
学

校
教

育
研

究
会

音
楽

部
会

、
島

原
市

邦
楽

振
興

会
と
の

共
催

で
、

市
民

や
青

少
年

が
音

楽
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
島

原
市
民
音
楽
祭

を
開

催
し

ま
す

。
③

市
民
文
化

講
座

の
開

催
●

市
民
の

知
識

と
教

養
の

向
上

の
た

め
、

島
原

文
化

連
盟

と
の

共
催

で
政

治
・

経
済

・
文
化

等
の

各
方

面
に

わ
た

る
著

名
な

講
師

を
市

内
外

か
ら

招
へ

い
し

、
講

演
会

を
行
い
ま
す
。

社
会

教
育

課

小
項
目第
７
次
島
原
市
勢
振
興
計
画
基
本
構
想
　
「
基
本
目
標
５
　
将
来
を
担
う
人
材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
抜
粋

中
項

目

い
き
い
き
と

学
び
育
つ
ま

ち
（
学
校
教

育
）

5-
1

5-
2

心
の
豊
か

さ
、
交
流
を

生
む
ま
ち

（
社
会
教

育
・
家
庭
教

育
）
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施
策

で
の

取
組

み
（

各
主

体
が

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
）

担
当

所
属

小
項
目第
７
次
島
原
市
勢
振
興
計
画
基
本
構
想
　
「
基
本
目
標
５
　
将
来
を
担
う
人
材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
抜
粋

中
項

目

5-
3-
1

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進

①
夢
の
教
室

●
有
名
な

ス
ポ

ー
ツ

選
手

が
直

接
学

校
を

訪
問

し
、

児
童

と
夢

を
持

つ
こ

と
の

大
切

さ
や
、

夢
に

向
か

っ
て

努
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

な
ど

を
語

り
合

う
こ

と
で

子
ど

も
の
心
豊
か
で

健
全

な
育

成
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

②
小
中
学
生

派
遣

事
業

●
平
成
27

年
（

20
15

）
に

締
結

し
た

学
校

法
人

日
本

体
育

大
学

と
の

「
体

育
・

ス
ポ

ー
ツ
振

興
に

関
す

る
協

定
」

の
一

環
と

し
て

小
・

中
学

生
を

日
本

体
育

大
学

に
派

遣
し
、
ト
ッ
プ

レ
ベ

ル
の

指
導

者
や

選
手

か
ら

講
義

や
実

技
指

導
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

意
識

高
揚

や
更

な
る

ス
ポ

ー
ツ

振
興

、
競

技
力

向
上

を
図

り
ま

す
。

③
活
動
に
対

す
る

経
済

的
負

担
の

軽
減

●
経
済
的

な
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
よ

り
多

く
の

子
ど

も
た

ち
に

よ
り

高
い

レ
ベ

ル
の
競

技
力

を
身

に
つ

け
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
、

県
内

外
で

開
催

さ
れ

る
上

位
大
会
（
全
国

・
西

日
本

・
九

州
）

に
出

場
す

る
市

民
に

派
遣

費
を

補
助

し
ま

す
。

●
児
童
生

徒
が

、
部

活
動

や
ス

ポ
ー

ツ
活

動
に

か
か

る
経

済
的

な
負

担
に

よ
っ

て
、

活
動
の

継
続

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進
め
ま
す
。

ス
ポ

ー
ツ

課

5-
3-
2

ス
ポ
ー
ツ
交
流

①
市
民
親
睦

各
種

大
会

の
開

催
●

市
民
及

び
市

内
就

労
者

を
対

象
と

し
た

島
原

市
民

親
睦

各
種

大
会

を
開

催
し

、
市

民
や
市

内
就

労
者

の
交

流
の

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
●

開
催
に

あ
た

っ
て

は
、

市
広

報
紙

や
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

、
多

く
の

方
が
参

加
で

き
る

よ
う

努
め

ま
す

。
②

ス
ポ
ー
ツ

施
設

の
整

備
・

充
実

●
現
有
施

設
の

有
効

活
用

を
基

本
と

し
な

が
ら

、
市

民
の

利
便

性
・

利
用

時
の

安
全

性
を
考

慮
し

、
緊

急
度

の
高

い
施

設
か

ら
計

画
的

に
改

修
し

ま
す

。
●

平
成
町

多
目

的
広

場
、

人
工

芝
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
陸

上
競

技
場

フ
ィ

ー
ル

ド
内

の
芝

の
維
持

管
理

を
行

い
、

併
せ

て
陸

上
競

技
場

の
公

認
維

持
に

努
め

な
が

ら
、

大
会

等
の
誘
致
に
結

び
つ

け
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

課

5-
3-
3

大
会
等
の
誘
致

①
キ
ャ
ン
プ

・
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

の
誘

致
●

ト
ッ
プ

レ
ベ

ル
の

各
種

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
の

キ
ャ

ン
プ

誘
致

や
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
等

の
誘
致

の
ほ

か
、

民
間

企
業

や
各

種
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

へ
の

積
極

的
な

誘
致

活
動

を
通
じ
て
、
県

大
会

・
九

州
・

全
国

規
模

の
大

会
等

の
開

催
を

目
指

し
ま

す
。

②
ス
ポ
ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

・
競

技
意

識
の

向
上

●
キ
ャ
ン

プ
・

合
宿

・
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

誘
致

、
開

催
と

併
せ

て
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト
に

よ
る

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
開

催
し

、
市

民
と

の
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
交

流
を
積
極
的
に

進
め

、
競

技
に

対
す

る
意

識
の

向
上

や
地

域
の

競
技

力
ア

ッ
プ

に
努

め
ま

す
。

●
eス

ポ
ー
ツ

な
ど

、
新

た
な

競
技

や
大

会
等

の
誘

致
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

検
討

を
進

め
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

課
し

ま
ば

ら
観

光
お

も
て

な
し

課

5-
3-
4

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

①
ク
ラ
ブ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

講
演

●
多
世
代

、
多

種
目

、
多

志
向

を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
に
つ

い
て

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

講
演

を
継

続
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り
、
ク
ラ
ブ
に

関
す

る
情

報
や

魅
力

を
発

信
し

、
ク

ラ
ブ

に
対

す
る

理
解

、
認

知
度

を
さ

ら
に

深
め

、
設

立
へ

つ
な

げ
ま

す
。

②
市
民
総
参

加
型

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
推

進
・

支
援

●
島
原
市

民
体

育
祭

に
お

い
て

各
種

競
技

大
会

の
実

施
支

援
及

び
大

運
動

会
に

お
い

て
は
、

定
期

的
な

種
目

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
や

付
属

イ
ベ

ン
ト

の
設

置
等

、
よ

り
多

く
の
市
民
が
参

加
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

思
考

や
工

夫
を

内
容

に
盛

り
込

み
、

内
容

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
③

ス
ポ
ー

ツ
指

導
者

講
習

会
の

開
催

●
平
成
27

年
度

（
20

15
）

に
学

校
法

人
日

本
体

育
大

学
と

締
結

し
た

「
体

育
・

ス
ポ

ー
ツ
振

興
に

関
す

る
協

定
」

を
活

用
し

、
大

学
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
指

導
者
や
職
員
の

派
遣

、
本

市
の

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
へ

の
講

習
会

を
実

施
す

る
こ

と
で

指
導

者
の

資
質

向
上

を
目

指
し

ま
す

。
④

し
ま
ば
ら

体
操

の
普

及
●

市
民
の

健
康

の
保

持
、

増
進

や
介

護
予

防
の

た
め

、
平

成
28

年
（

20
16

）
に

創
作

し
た
「

し
ま

ば
ら

体
操

」
を

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
実

践
し

て
も

ら
え

る
よ

う
働

き
か
け
る
な
ど

、
体

操
を

日
常

的
な

も
の

と
し

て
普

及
に

努
め

ま
す

。

ス
ポ

ー
ツ

課

5-
3

ス
ポ
ー
ツ
で

つ
な
が
り
を

つ
く
る
ま
ち

（
社
会
体

育
）
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施
策

で
の

取
組

み
（

各
主

体
が

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
）

担
当

所
属

小
項
目第
７
次
島
原
市
勢
振
興
計
画
基
本
構
想
　
「
基
本
目
標
５
　
将
来
を
担
う
人
材
と
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
抜
粋

中
項

目

5-
4

ふ
る
さ
と
島

原
を
継
承
す

る
ま
ち
（
歴

史
文
化
）

5-
4-
1

文
化
財
の
保
護
・
活

用

①
島
原
城
保

存
活

用
計

画
の

策
定

と
計

画
の

実
施

●
島
原
城

跡
保

存
活

用
計

画
を

策
定

し
、

島
原

城
の

適
切

な
保

存
管

理
を

行
い

ま
す

。
②

文
化
財
の

保
護

・
維

持
管

理
●

市
内
の

有
形

文
化

財
、

無
形

文
化

財
、

民
俗

文
化

財
、

記
念

物
、

伝
統

的
建

造
物

群
、
埋

蔵
文

化
財

な
ど

の
形

態
や

「
指

定
」

「
登

録
」

の
有

無
に

関
わ

ら
ず

、
市

民
の
共
有
財
産

で
あ

る
文

化
財

を
保

護
し

ま
す

。
●

個
人
所

有
者

の
指

定
文

化
財

に
つ

い
て

は
、

日
常

管
理

等
へ

の
支

援
を

行
い

、
定

期
的
な

確
認

に
よ

る
保

護
を

図
り

、
講

座
や

展
示

で
活

用
・

公
開

を
行

い
ま

す
。

●
民
俗
芸

能
団

体
の

自
主

性
を

尊
重

し
な

が
ら

、
伝

統
文

化
の

継
承

活
動

、
後

継
者

育
成
を

支
援

し
ま

す
。

③
文
化
財
の

調
査

・
保

存
・

公
開

●
建
設
工

事
等

の
開

発
行

為
に

よ
り

貴
重

な
文

化
財

が
失

わ
れ

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
事
業

者
等

に
対

し
て

歴
史

的
建

造
物

の
価

値
や

保
護

制
度

の
周

知
を

図
り

ま
す
。

●
肥
前
島

原
松

平
文

庫
の

整
理

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
保

存
活

動
を

継
続

し
な

が
ら
、

未
整

理
資

料
の

調
査

、
目

録
を

整
備

し
、

よ
り

利
用

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を
進
め
ま
す

。
●

埋
蔵
文

化
財

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

発
掘

調
査

、
記

録
保

存
を

行
い

、
発

掘
調
査

の
成

果
等

を
資

料
館

等
へ

の
展

示
に

よ
り

、
わ

か
り

や
す

く
市

民
に

公
開

し
ま
す
。

④
文
化
財
保
護

を
担

う
人

材
の

育
成

●
市
民
が

文
化

財
保

護
の

意
識

を
持

ち
、

自
ら

の
手

で
文

化
財

の
保

護
に

携
わ

る
こ

と
が
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
を

行
う

ほ
か

、
誰

に
で

も
わ

か
り

や
す

く
文

化
財
に
つ
い
て

案
内

が
で

き
る

人
材

の
育

成
に

努
め

ま
す

。

社
会

教
育

課
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